










機能性食品の分類

直接作用

生体作用メカニズム

生体機能調節
ストレス軽減
食欲・吸収

疾病予防
下痢・便秘改善
がん・糖尿病予防
高脂血症予防

老化制御
長寿

生体防御
免疫賦活
抗アレルギー

プロバイオティクス
●ヨーグルト
●乳酸菌製剤など
腸内フローラの
バランス改善

バイオジェニックス
●乳酸菌生産物質
（代謝産物 +菌体成分）

直接生体に作用

プレバイオティクス
●オリゴ糖
●食物繊維など
善玉菌の
働きを助ける物質

腸内フローラ改善

腸内代謝改善
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減少
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に減少

飲
用
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離
乳
期

成
長
期

日和見菌群

大腸菌

乳酸桿菌

ウェルシュ菌

ビフィズス菌

老
年
期

閉経後女性におけるイソフラボン摂取と
乳がん発生率との関係

摂取量
最小群

2番目に
少ない群

3番目に
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摂取量
最大群
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1000

2000

3000

0

80

通常マウス

通常
マウス投与期間

乳酸菌
生産物質
投与マウス

乳酸菌
生産物質
投与マウス
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攻撃力（比率）
●グラフ2●グラフ1

糞中 s-IgA（㎍/ｇ）

抑制

マウスの関節炎を相乗的に抑制

免疫力を高める

抑制率
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増強上昇
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球
菌

乳
酸
桿
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運動不足

食生活の変化

体内リズムの乱れ

パイエル板の
リンパ球の働き

腸内環境の変化

免疫力

脳

肛門

ストレス

自律神経

セロトニン

セロトニン

糖質コルチコイド

下痢・便秘
過敏性大腸
大腸がん

アレルギー、頭痛など
美容・体調異常

潰瘍性大腸炎
クローン病

腸のぜん動運動

腸内細菌

うつ病

うつ病

生成

小腸

大腸
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対照群（生理食塩水を投与）
生菌LP-284を
与えた群
死菌LP-284
（αEVⅡの成分）
を与えた群
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免疫活性は死菌＞生菌 抗菌物質のピークと構造マウスのがんを抑制
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免疫活性は死菌＞生菌 抗菌物質のピークと構造マウスのがんを抑制


